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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
今
年
は
異

例
な
環
境
下
で
人
事
院
勧
告
期
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

例
年
、
5
月
か
ら
6
月
に
行
わ

れ
る
人
事
院
の
民
間
給
与
実
態
調

査
が
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、

一
時
金
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

訪
問
に
よ
ら
な
い
方
法
で
6
月
下

旬
か
ら
7
月
末
の
間
に
先
行
し
て

実
施
さ
れ
、
月
例
給
調
査
に
関
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止

対
策
し
た
う
え
で
、
8
月
中
旬
か

ら
9
月
末
の
間
に
行
わ
れ
、
よ
う

や
く
10
月
に
勧
告
・
報
告
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
時

金
の
民
間
支
給
割
合
4
・
46
月
と

の
均
衡
を
図
る
た
め
に
4
・
45
月

に
引
き
下
げ
、
月
例
給
は
公
務
が

民
間
を
1
6
4
円
・
0
・
04
％
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
較
差
が
小

さ
く
俸
給
表
等
の
改
定
が
困
難
と

し
て
、
見
送
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
勧
告
・
報
告
に
つ
い
て
公

務
員
連
絡
会
は
、
一
時
金
の
支
給

月
数
引
き
下
げ
に
つ
い
て
「
民
間

賞
与
の
客
観
的
な
支
給
実
態
に
基

づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

な
ど
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
職
務
に
奮
闘
し
て
い
る
職
員

の
努
力
を
踏
ま
え
る
と
残
念
な
結

果
」
と
し
、
月
例
給
に
関
し
て
は

「
改
定
見
送
り
は
、
公
務
員
連
絡

会
の
要
求
に
対
し
て
最
低
限
の
配

慮
を
し
た
も
の
で
あ
る
」
な
ど
を

表
明
し
た
声
明
文
を
発
出
し
た
。

（
全
文
は
下
段
に
掲
載
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
最
大
限
の
取
組
を
展
開

国
公
連
合
は
、
今
年
の
春
闘
期

か
ら
人
勧
期
に
お
い
て
も
公
務
労

協
に
結
集
し
、
運
動
を
展
開
し
て

き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
公

務
員
連
絡
会
の
中
央
行
動
等
の
取

組
が
見
送
ら
れ
る
な
ど
、
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か

し
、
各
級
ク
ラ
ス
の
交
渉
や
ウ
ェ

ブ
を
活
用
し
た
署
名
行
動
「
ネ
ッ

ト
シ
グ
ネ
」
な
ど
、
で
き
る
限
り

の
取
組
を
行
っ
て
き
た
。

勧
告
等
に
基
づ
く
給
与
法
改
正

に
つ
い
て
は
、
今
臨
時
国
会
で
取

り
扱
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
公
務
労
協
と
連
携

し
、
政
府
等
へ
の
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

人
事
院
は
、
10
月
28
日
に
今
年
度
の
月
例
給
与
の
改
定
を

行
わ
な
い
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
10
月
7
日

に
は
一
時
金
の
支
給
月
数
を
0
・
05
月
引
き
下
げ
る
給
与
勧

告
等
を
行
っ
て
い
る
。

人
事
院
総
裁
と
交
渉
す
る
公
務
員
連

絡
会
委
員
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員（
手
前
）

2020
人事院
勧告・報告

議
長
団
に
植
野
代
議
員
（
政
労

連
）
と
永
井
代
議
員
（
全
農
林
）

を
選
出
し
て
進
め
ら
れ
た
。

柴
山
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
社
会

環
境
の
も
と
で
、
職
場
・
地
域
で

安
心
・
安
全
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
や
国
公
連
合
運
動
の
前
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
仲
間
へ
の
敬
意

を
表
し
た
上
で
、「
相
次
ぐ
自
然

災
害
か
ら
の
復
興
・
再
生
と
併

せ
、
被
災
地
・
被
災
者
に
寄
り
添

う
支
援
を
継
続
」「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／

ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
を
ベ
ー
ス
と

し
た
社
会
・
経
済
活
動
が
求
め
ら

れ
る
中
、
感
染
予
防
対
策
に
万
全

を
期
し
て
、
組
合
員
の
雇
用
・
労

働
条
件
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の

推
進
」
を
促
し
た
。
ま
た
、
直
面

す
る
課
題
と
し
て
、
非
現
業
国
公

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

作
業
が
遅
れ
た
人
事
院
勧
告
へ
の

対
応
、
定
年
引
上
げ
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
徹
底
、
国
家
公
務
員

の
労
働
基
本
権
問
題
、
政
労
連
や

全
駐
労
の
取
組
等
に
つ
い
て
触
れ

る
と
と
も
に
、
組
織
の
強
化
と
組

合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め
の
組

織
の
確
立
な
ど
を
訴
え
た
。

来
賓
の
清
水
秀
行
公
務
労
協
議

長
か
ら
は
、「
国
公
連
合
構
成
組

織
の
職
場
が
担
う
役
割
は
国
民
生

活
と
密
接
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
公

務
公
共
部
門
を
取
り
巻
く
課
題
に

公
務
労
協
も
連
携
し
て
取
り
組

む
」
と
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
い
た
。

議
案
審
議
で
は
、
2
人
の
代
議

員
か
ら
異
動
に
伴
う
移
転
料
の
課

題
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
超
過
勤
務

の
実
態
と
組
合
活
動
に
関
す
る
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
荘
司
書
記

長
が
執
行
部
見
解
を
述
べ
た
。

（
次
面
に
概
要
）

武
藤
新
体
制
が
確
立

議
案
採
決
で
は
、
2
0
2
0
年

度
運
動
方
針
を
は
じ
め
と
し
た
す

べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
で
は

全
員
が
信
任
さ
れ
、
武
藤
公
明
新

委
員
長
の
下
で
の
新
体
制
が
確
立

し
た
。

大
会
宣
言
で
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
「
連
合
」
の
産
別
組
織

と
し
て
2
0
0
1
年
10
月
26
日
に

結
成
し
、
今
回
20
回
目
の
大
会
を

迎
え
た
。
今
後
も
公
務
労
協
の
中

核
組
織
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に

果
た
す
よ
う
、
組
織
の
総
力
を
あ

げ
て
様
々
な
課
題
に
果
敢
に
取
り

組
む
」
こ
と
を
確
認
し
て
閉
会
し

た
。な

お
同
日
、
国
公
ユ
ニ
オ
ン
定

期
大
会
と
非
現
業
国
家
公
務
員
部

会
総
会
を
開
催
し
、
活
動
方
針
な

ど
を
決
定
し
て
い
る
。

第20回定期大会

あいさつする
柴山委員長国公連合 団結がんばろう！

月
例
給
の
改
定
な
し

一
時
金
は
支
給
月
数
0
・
05
月
減

（人事院）報告・勧告の主な動き等
6/19～7/31 賞与等の調査を訪問によらない方

法で先行実施
8/17～9/30 月例給調査を実地調査で実施
10/7 一時金に関する給与勧告（△0．05

月）・公務員人事管理に関する報告
10/28 月例給を改定しないことを報告
※勧告等の内容は、人事院HPをご参照ください

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、良
質
な
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、組
織
を
拡
大
・
強
化
し
、国
公
連
合
運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
！

国
公
連
合
は
10
月
13
日
に
都
内
で
第
20
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
運
動

方
針
や
役
員
の
新
体
制
を
確
立
し
た
。
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
の
運
営
を
行
っ
た
。

決意を述べる
武藤新委員長議長団の永井代議員（全農林・左）と植野代議員（政労連）

公
務
員
連
絡
会
が
集
約
し
た
49
万
余

り
の
署
名
を
人
事
院
へ
提
出（
9
／
1
）

声

明

1
�
人
事
院
は
、
本
日
、
官
民
較
差
が
△
0
・
04
％
（
△
1
6
4
円
）
と
極
め
て
小
さ
く
、

俸
給
表
及
び
諸
手
当
の
適
切
な
改
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月
例
給
の
改
定
を
行
わ

な
い
と
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
10
月
7
日
に
は
、
一
時
金
の
支
給
月
数
を
0
・
05

月
引
き
下
げ
る
給
与
勧
告
と
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

2
�
公
務
員
連
絡
会
は
、
8
月
5
日
に
人
事
院
に
要
求
書
を
提
出
し
、
具
体
的
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
お
け
る
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、
①
月
例
給
与

の
水
準
の
維
持
を
最
低
と
し
て
、
公
平
・
公
正
で
客
観
的
な
官
民
比
較
に
基
づ
く
こ
と
、

②
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
精
確
な
民
間
実
態
の
把
握
と
官
民
比
較
を
行
い
、
職
員
の
生
活

を
守
る
支
給
月
数
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
、
わ
れ
わ
れ
と
の
十
分
な
交
渉
・
協
議
、
合

意
に
基
づ
い
て
勧
告
作
業
を
行
う
よ
う
人
事
院
に
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
2
0
2
0
人

勧
期
署
名
行
動
「
ネ
ッ
ト
シ
グ
ネ
」
に
取
り
組
み
、
9
月
1
日
に
49
万
7
7
1
7
筆
の
署

名
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
勤
務
条
件
等
の
追
加
要
求
」
の
提
出
、

幹
事
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
に
よ
る
職
員
団
体
審
議
官
交
渉
、
書
記
長
ク
ラ
ス
交
渉
委
員
に
よ

る
職
員
福
祉
、
給
与
両
局
長
交
渉
を
行
う
な
ど
、
人
事
院
と
の
交
渉
・
協
議
を
最
終
盤
ま

で
ね
ば
り
強
く
取
り
組
ん
だ
。

3
�
本
年
の
給
与
に
関
す
る
勧
告
・
報
告
は
、
一
時
金
に
つ
い
て
、
2
0
1
0
年
以
来
の
引

下
げ
と
な
っ
た
こ
と
は
、
民
間
賞
与
の
客
観
的
な
支
給
実
態
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
職

務
に
奮
闘
し
て
い
る
職
員
の
努
力
を
踏
ま
え
る
と
残
念
な
結
果
で
あ
る
。
一
方
、
月
例
給

与
の
官
民
較
差
は
、
民
間
実
勢
を
反
映
し
た
公
平
・
公
正
で
客
観
的
な
官
民
比
較
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
改
定
見
送
り
は
、
公
務
員
連
絡
会
の
要
求
に
対
し
て
最
低
限
の
配
慮
を

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

4
�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
っ
て
は
、
人
事
院
が
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
に
応

え
て
、
職
員
へ
の
周
知
に
関
す
る
配
慮
の
観
点
か
ら
、
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
関

連
す
る
通
知
等
の
情
報
を
一
覧
で
き
る
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
た
。
基
礎
疾
患
を
有
す
る
職

員
や
妊
娠
し
て
い
る
職
員
へ
の
勤
務
環
境
の
配
慮
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
の
視
点
で
、
関

連
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
引
き
続
き
、
当
該
職
員
が
不

安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
府
省
に
対
し
て
適
切

に
指
導
助
言
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
人
事
院
が
交
渉
に
お
い
て
明
ら

か
に
し
た「
妊
娠
し
て
い
る
職
員
に
対
す
る
措
置
の
実
施
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
」を
は
じ
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
も
と
、
課
題
継
続
と
い
う
立
場
か

ら
、
引
き
続
き
、
人
事
院
と
の
協
議
を
強
化
し
て
い
く
。

5
�
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
は
、人
事
院
に
対
し
て
、超
過
勤
務
命
令
の
上
限
を
超
え

た
場
合
に
お
け
る
各
府
省
に
よ
る
要
因
の
整
理
・
分
析
・
検
証
の
状
況
を
把
握
し
た
上

で
、
各
府
省
を
適
時
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
各
府
省
の
状
況

等
に
関
す
る
人
事
院
と
の
協
議
を
年
内
を
目
途
に
強
化
す
る
。
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
格
差
是
正
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
人
事
院

に
対
し
て
、
非
常
勤
職
員
の
休
暇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
場
を
設
け
て
検
証
・
検
討
し
て

い
く
よ
う
求
め
て
い
く
。

6
�
公
務
員
連
絡
会
は
、
政
府
に
対
し
て
10
月
7
日
に
提
出
し
た
要
求
に
基
づ
き
、
給
与
法

改
正
法
案
の
提
出
が
予
定
さ
れ
る
第
2
0
3
臨
時
国
会
が
10
月
26
日
に
召
集
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
政
府
と
の
交
渉
・
協
議
に
全
力
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
や
独
立

行
政
法
人
、
政
府
関
係
法
人
等
の
賃
金
確
定
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
10
月
28
日

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会

第
20
回
定
期
大
会
で
中
央
執
行
委

員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
武
藤
で
す
。

五
十
の
手
習
い
で
初
め
て
熊
本
か
ら

単
身
赴
任
で
全
農
林
中
央
本
部
に
来

て
、
9
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

地
元
愛
が
強
い
せ
い
か
「
熊
本
弁
」

は
今
で
も
健
在
で
す
。
特
に
、
お
酒

が
入
れ
ば
「
熊
本
弁
」
が
炸
裂
し
ま

す
の
で
意
味
不
明
な
と
き
は
、
前
後

の
文
脈
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
受
け
止

め
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
▼
単
身
赴

任
は
、
誰
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く

飲
み
会
や
ゴ
ル
フ
等
に
行
け
る
一
方

で
、
食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
、
掃

除
、
洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
か
け
な
ど
大

変
で
あ
り
、
離
れ
て
み
て
は
じ
め
て

家
族
の
有
り
難
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
家
庭
内
に
お
い
て
も
、
も
う
少

し
早
く
か
ら
男
女
平
等
参
画
を
実
践

し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
▼
さ
て
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
全
世
界

の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く

変
貌
さ
せ
て
お
り
、
私
た
ち
は
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
▼
同
時
に
、
国
公
連
合
運
動

も
ウ
イ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

の
な
か
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
ス

タ
イ
ル
を
継
承
し
つ
つ
、
情
勢
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
新
た
な
運
動
ス
タ
イ

ル
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
▼
し
か
し
、
労
働
組
合
の
原

点
で
あ
る「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
は
、ど
の

よ
う
な
時
代
に
な
ろ
う
と
も
、
決
し

て
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
雇
用
・
労
働
条

件
を
守
る
た
め
、
組
織
の
先
頭
に
立

っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
構
成
組
織

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
）

一
人
は
万
人
の
た
め
に
…

神
田
駿
河
台
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